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クラス名 性 別 標本数 平均値 標準偏差
Ａクラス
男 子 22 91.409 14.208
女 子 14 102.786 7.839
Ｂクラス
男 子 20 90.200 11.263
女 子 14 96.214 10.428
Ｃクラス
男 子 20 92.100 13.401




























































































































質 問 項 目 配慮スキル 関わりスキル 共通性
１ 何か失敗をしたときに、「ごめんなさい」といっていますか。 0.4928 0.3236 0.3476
３ 友達のまじめな話は、ひやかさないで聞いていますか。 0.6973 0.0838 0.4393
４ 友達が話しているときは、その話を最後まで聞いていますか。 0.7317 0.0684 0.5401
５ 班活動で、友達が一生けんめいやって失敗したときは、ゆるしていますか。 0.6212 0.2387 0.4429
６ 友達同士でいて、腹がたっても「カーッ」とした態度をとらないでいますか。 0.6569 0.1524 0.3383
７ みんなで決めたことは、したがっていますか。 0.7550 0.0841 0.5770
８ 係りの自分の仕事は、最後までやりとげていますか。 0.5431 0.2710 0.6632
９ 友達のひみつはだまっていますか。 0.4896 0.2316 0.2933
10 友達との約束は、守っていますか。 0.5042 0.3941 0.4095
11 友達が何かをうまくしたとき、「じょうずだね」とほめていますか。 0.4796 0.2916 0.3150
13 友達の気持ちを考えながら、話をしていますか。 0.6469 0.3887 0.5696
14 相手がきずつかないように話をしていますか。 0.6081 0.3962 0.5269
16 友達とけんかをしたときに、自分にも悪いところがないか考えていますか。 0.6410 0.1486 0.4329
17 自分にしてもらいたいことを、友達にしてあげていますか。 0.5820 0.3210 0.4417
２ 何かをしてもらったときに、「ありがとう」といっていますか。 0.1803 0.6003 0.3929
12 友達が元気のないとき、はげましていますか。 0.2483 0.6552 0.4910
15 何かをたのんだりするとき、相手にめいわくがかからないか考えていますか。 0.3935 0.5194 0.4246
18 友達がなやみを話してきたら、じっくり聞いてあげますか。 0.1916 0.6661 0.4704
19 相手に聞こえるような声で、話していますか。 0.1230 0.5365 0.3029
20 みんなと同じくらい話をしていますか。 0.0430 0.7285 0.5325
21 うれしいときは、笑顔やガッツポーズなどの身振りで気持ちを表していますか。 0.3070 0.5643 0.4126
22 おもしろいときは、声を出して笑っていますか。 0.2350 0.5446 0.3518
24 初めて会った人でも、話をしていますか。 0.3017 0.5224 0.3639
25 みんなのためになることは、自分で見つけて実行していますか。 0.2549 0.5590 0.3774
26 友達が楽しんでいるときに、もっと楽しくなるよう、もりあげていますか。 0.1534 0.5528 0.3291
27 友達の中心になって、何をして遊ぶかアイディアを出していますか。 0.2777 0.5911 0.4265
28 係りの仕事をするとき、何をどうやったらよいか意見をいっていますか。 0.2936 0.5886 0.4326











































削除項目 ２ 運動ができる （主成分法）
表７ ｢相互作用尺度」の因子分析結果（回転後）
質 問 項 目 情緒的 機能的 共通性
１ グループの友達を信頼している 0.7509 0.2550 0.6284
２ グループの友達の気持ちを考えて、それを大切にしている 0.8041 0.1706 0.6857
３ 分からないことや困ったことがあったとき、グループの友達に相談している 0.6811 0.1339 0.4818
４ グループの友達の失敗を笑ったりしないで、はげましている 0.8133 0.1049 0.6725
５ グループの友達にめいわくがかからないようにしている 0.7781 0.2338 0.6601
６ グループの内では先生にやるように言われたことは、めんどうでもちゃんとやっている 0.5437 0.3073 0.3900
７ グループ内で自分の意見をいうときに、その理由もいっている 0.1747 0.7306 0.5643
８ グループの友達が理解できるよう、自分の考えや意見をいっている 0.2466 0.8286 0.7473




































性別 ペアの質 人数 時期 平均 標準偏差
男 異質 21 前 18.62 3.0310
後 20.19 4.9720
同質 10 前 20.30 3.5230
後 21.80 3.4870
女 異質 14 前 20.07 3.7120
後 24.14 1.8070


















SV SS df MS F
被験者間
性別 14.694 1 14.694 0.676
ペアの質 1.594 1 1.594 0.073
性別×ペアの質 84.608 1 84.608 3.894+
誤差 1064.636 49 21.727
被験者内
時期 57.095 1 57.095 5.166**
性別×時期 0.025 1 0.025 0.002
ペアの質×時期 36.598 1 36.598 3.311+
性別×ペアの質×時期 34.551 1 34.551 3.126+
誤差 541.614 49 11.053
Total 105

























































性別 ペアの質 人数 時期 平 均 標準偏差
男 異質 21 前 41.33 6.6500
後 46.29 5.8240
同質 10 前 41.20 4.4230
後 43.90 6.2040
女 異質 14 前 46.93 4.6360
後 50.57 4.5940
同質 8 前 49.75 5.1420
後 50.38 4.5540
表11 配慮スキル尺度に関する３要因混合分散分析結果
Sourde SS df MS F
被験者間
性別 901.479 1 901.479 17.336**
ペアの質 0.025 1 0.025 0
性別×ペアの質 38.462 1 38.462 0.74
誤差 2548.04 49 52.001
被験者内
時期 206.5 1 206.5 15.633**
性別×時期 16.669 1 16.669 1.262
ペアの質×時期 40.337 1 40.337 3.054+
性別×ペアの質×時期 0.85 1 0.85 0.064


















性別 ペアの質 人数 時期 平均 標準偏差
男 異質 21 前 39.43 6.4330
後 44.19 6.6450
同質 10 前 39.60 6.6960
後 39.50 6.7710
女 異質 14 前 46.00 5.6690
後 48.93 5.4440
同質 8 前 47.75 3.4190
後 45.88 7.5740
表13 関わりスキル尺度に関する３要因混合分散分析結果
SV SS df MS F
被験者間
性別 969.989 1 969.989 15.435 **
ペアの質 49.289 1 49.289 0.784
性別×ペアの質 15.017 1 15.017 0.239
誤差 3079.418 49 62.845
被験者内
時期 47.462 1 47.462 2.234
性別×時期 18.919 1 18.919 0.89
ぺアの質×時期 135.751 1 135.751 6.39 *
性別×ペアの質×時期 -0.003 1 -0.003 0






















































性別 ペアの質 人数 時期 平 均 標準偏差
男 異質 21 前 17.43 3.7230
後 20.43 2.4220
同質 10 前 17.80 3.0590
後 19.00 1.9490
女 異質 14 前 21.21 2.7040
後 22.36 1.7970
同質 8 前 19.50 2.2360
後 21.00 4.0000
作用は見られなかった（F（1,49)＝2.115,n.s）。そこで、事前の性別×ペアの質に関して単純主効果の検





























SV SS df MS F
被験者間
性別 128.769 1 128.769 13.096 **
ペアの質 24.777 1 24.777 2.52
性別×ペアの質 5.886 1 5.886 0.599
誤差 481.786 49 9.832
被験者内
時期 68.053 1 68.053 8.784 **
性別×時期 3.522 1 3.522 0.455
ペアの質×時期 3.025 1 3.025 0.391
性別×ペアの質×時期 6.763 1 6.763 0.873




性別 ペアの質 人数 時期 平均 標準偏差
男 異質 21 前 7.76 2.2230
後 9.67 1.7000
同質 10 前 8.30 2.0520
後 8.90 1.7000
女 異質 14 前 9.00 1.4640
後 9.79 1.2640










































SV SS df MS F
被験者間
性別 3.99 1 3.99 1.101
ペアの質 3.336 1 3.336 0.921
性別×ペアの質 1.624 1 1.624 0.448
誤差 177.538 49 3.623
被験者内
時期 62.178 1 62.178 18.687**
性別×時期 3.407 1 3.407 1.024
ペアの質×時期 1.953 1 1.953 0.587
性別×ペアの質×時期 20.644 1 20.644 6.204*
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